
湖南市防災の日 【１０月９日（祝）】 記念行事の概要 

 

① DIG（災害図上訓練）の実施について 

● 日  時  １０月９日（祝） 

       午後１後３０時～４時 午後０時３０分集合 

 
● 場  所  湖南市妙感寺 多目的集会所 
 
● 参 加 者  ２０～３０人 〔地域の中学生、住民〕 
        
● 目  的    今から２５０年前の宝暦６年（１７５６）年９月１６日〔太陽暦の 

１０月９日〕に湖南市妙感寺で、村が流出するという『妙感寺流れ』

と呼ばれる山津波（土石流）が発生しました。死者９４名、流出家屋

５７軒という未曾有の大災害になりました。 
湖南市では、この１０月９日を「湖南市防災の日」と定め、地域で

お互いが協力し、防災への意識を高め合う機会を設けるため、今年は

湖南市妙感寺区で将来を担う中学生と地域住民が一緒に DIG（災害図

上訓練）に取り組んでいただき、防災意識を高め、また世代間の交

流も図っていただく為に実施するものです。 
 

● 協   力  滋賀県甲賀県事務所     １名 
       湖南市消防団第１分団第２班 ３名 
       湖南中央消防署       ２名 
   

 

② 防災パネル展 

● 日  時  １０月７日（土）～１０月１５日（日） 
 

● 場  所  甲西図書館 
 
● 内  容  ◆「できることから地震対策」パネル展示 〔安心安全課〕 
           
        ◆「妙感寺流れ」の資料展示 〔生涯学習課〕 
 
● 目  的    今から２５０年前の宝暦６年（１７５６）年９月１６日〔太陽暦の 

１０月９日〕に湖南市妙感寺で、村が流出するという『妙感寺流れ』

と呼ばれる山津波（土石流）が発生しました。死者９４名、流出家屋

５７軒という未曾有の大災害になりました。 
湖南市では、この１０月９日を「湖南市防災の日」と定め、特に自

助・共助の重要性を資料やパネルの展示により来館者に啓蒙、啓発し

訴えていくために開催するものです。 


